












































第１文型 主語[S] ＋ 動詞[V]
Taro goes to the station .
S + V + (M)
第２文型 主語[S] ＋ 動詞[V] ＋ 補語[C]
Jiro is a college student .
S + V + C
第３文型 主語[S] ＋ 動詞[V] ＋ 直接目的語[DO]
Hanako took the last bus yesterday .
S + V + O + (M)
第４文型 主語[S] ＋ 動詞[V] ＋ 間接目的語[IO] ＋ 直接目的語[DO]
Hanako made Taro a birthday cake .
S + V + IO + DO
第５文型 主語[S] ＋ 動詞[V] ＋ 直接目的語[DO] ＋ 補語[C]
Jiro named his cat Konatsu .








































a college student [補語]」の関係となる。ここでいう補語とはその直前にある名詞相当の語（句）
の説明を加える要素と考えるとわかりやすい。第2文型の場合はSVCなので、Cの前にある名詞的
要素は主語のSである。主語と補語の本質自体は変わっていないという点がポイントである。この



















































「his cat [目的語]＝konatsu [補語]」という関係が成り立つ。また、動詞named(name)を第５文
型の際には「[目的語]を[補語]と名づける」という意味で用いる。ここで注意したいことは第４文
型と第５文型の違いである。表の例文では第４、５文型ともに動詞の後に名詞相当語（句）が２つ
並んでいる。その見分け方はそれら２つの要素の性質を比べることである。第５文型では「his
cat＝Konatsu」という関係になっているが、第４文型では「Taro≠a birthday cake」という関
係である。こうしたことを見極める際に、それぞれの動詞はどのような文型で用いることができるのか
ということをできるだけ理解しておくことが必要になってくる。すべての動詞に関して語法を覚えるこ
とはほぼ不可能である。しかし、日常生活で頻繁に用いる動詞の数は限られていて、その大半は中学
生で習う単語である。それ故に基本的な単語をもう一度意味だけでなく、語法という点からも確認す
ることが大切である。特に、この章でのテーマである英語を「書く」作業では重要なポイントである。
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文章を書く際には、文の構造に注意を払うと同時に様々なミスをしないよう心がけなければなら
ない。そのミスというのはケアレスミスである場合が非常に多いが、ここではどのようなことに気
をつければよいかという点をいくつか示してみたい。まず、英語で文章を書く際にはできるだけシ
ンプルに書くことを勧める。日本語でも同様だが、簡単に述べればよいところを回りくどい表現で
長々と書いた挙句、結局何を述べたいのか読み手に伝わらないということがある。簡潔に述べると
いうことは相手に意図を理解してもらうために最も大切なことである。英語でそれを実践するため
には、基本的な英単語、構文をできる限り利用して書くのが効果的である。今回は関係代名詞の用
法など、応用的な用法に関しては触れなかったが、まずは基本を見直し、比較的やさしいと思われ
るパターンを用いて英語を「書く」練習をすることを勧めたい。ここで示した構文をもとにして作
文するだけでもかなりの情報を組み込むことができるはずである。また、英作文におけるケアレス
ミスの原因で代表的なことを２つあげておく。１つ目は名詞に関わることで、「数」の問題である。
数えられる名詞の単数形の直前にはa、anを、同様に複数形ならば、名詞の直後に-sをつけること
は当たり前であるが、学生の英作文を添削すると意外にこの種の間違いが多い。これは、日本語に
そのような概念がないことが起因していると考えられるが、英語で名詞を扱う際には常に注意して
おきたいことである。２つ目は動詞に関わることで、３人称単数が主語にある際の動詞の変形（-s）、
また動詞の時制についてである。最初の３人称単数が主語にある際の現在動詞の変形は先述の名詞
の数に関することに同様であるが、動詞に関しても数によって現在形では形が変わるのは当たり前
である。しかし、これについても間違う場面が散見される。ここで当たり前と述べたのは、上記の
文法事項は英語を習い始めで、かなり初期に学ぶことでありながら、それ以降も英語を「読む」上
ではなんら問題を感じないにも関わらず、英語で「書く」という際に非常に見落とすことの多いポ
イントなのである。動詞の時制選択についても、過去・現在・未来の各時制に対応して動詞の形を
変えるという基本的なことを学生自らが英語で「発信」する際には間違えることが多い。英語にお
ける間違いについて、こと細かく言えばきりがない。ネイティブ・スピーカーでないとわからない、
またはそういった人でもわからない内容があるほど、英語は多様化しているともいえる。しかし、
英語を用いることのできる人々において、一般的に通じる英語はまさに学校で教えられている英語
である。これまで学んできた英語をさらに磨くことで誰にでも伝わる英語で表現することができる。
故に、当たり前であると思われる基本的な事柄をもう一度（再）確認してみるだけでも自身の英語
が大幅に洗練されるであろう。
「書く力」（ライティング能力）は一朝一夕には向上しないが、これまでに述べてきた注意点を
常に意識して実際に「書く」ことを続けることによって、正確な英語の表現力を身につけることは
可能であろう。そして、何より正しい英語でないと正しい知識は得られない。また、正しい英語を
世界の人々に発信することで、そして異なる文化の人々との交流の中で自身の知見はより一層広が
る。英語で「書く」ことを通じて、英語ということばについていろいろと考え、最終的に自身の可
能性を広げる一助となることを願う。
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